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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育

の
推
進
に
深
い
御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を

賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
六

年
度
初
総
会
に
お
い
て
、
三
浦
会
長
様
を
は

じ
め
と
す
る
新
体
制
が
始
動
を
い
た
し
ま
し

た
。
授
業
参
観
や
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
併
せ
て
多

く
の
皆
様
に
御
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

峰
高
の
1
0
2
年
目
は
、新
入
生
1
7
3

名
を
迎
え
全
校
生
徒
5
4
0
名
で
始
ま
り
ま

し
た
。
昨
年
度
卒
業
生
が
残
し
た
峰
高
祭
を

始
め
と
し
た
生
徒
会
活
動
や
部
活
動
の
成

果
、
素
晴
ら
し
い
進
路
実
績
に
大
い
に
刺
激

を
受
け
、
伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も
に
先
輩

を
超
え
よ
う
と
生
徒
・
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
の
校
門
挨

拶
や
球
技
大
会
で
は
、
生
徒
会
本
部
役
員
を

中
心
に
生
徒
自
ら
が
企
画
・
運
営
し
、
笑
顔

と
歓
声
に
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
取
組
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
く
整
備
さ
れ
た

ス
ト
リ
ー
ト
カ
フ
ェ
で
は
、
ク
ラ
ス
を
超
え

て
学
び
合
い
や
交
流
を
深
め
る
１
年
生
の
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、校
歌
に
謳
う
「
楽

し
き
ま
な
び
や
峰
山
高
校
」
で
あ
り
、
誇
る

べ
き
本
校
の
校
風
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
V
U
C
A
の
時
代
と
呼
ば
れ
る
現

代
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
A
I
技
術
の
急
速

に
発
展
な
ど
、
社
会
変
化
が
激
し
く
予
測
が

困
難
な
時
代
で
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
、
今

後
も
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
の
は
AI
で
は

な
く
「
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本

校
で
は
、
そ
の
様
な
時
代
を
逞
し
く
豊
か
に

生
き
抜
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
方
針

を
礎
と
し
な
が
ら
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
力
を
備
え
、
個
人
と
社
会
の
幸
福
を
実
現

す
る
た
め
に
大
切
な
３
つ
の
力
「
真
理
を
求

め
る
力
」「
変
化
す
る
力
」「
織
り
成
す
力
」

の
育
成
を
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
と
し
て

定
め
ま
し
た
。

多
感
な
高
校
時
代
に
、
学
問
や
興
味
・
特
技

を
と
こ
と
ん
究
め
高
め
る
こ
と
、
多
様
な
人
と

の
出
会
い
と
活
動
を
通
し
て
変
化
（
成
長
）
す

る
こ
と
、
異
な
る
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
織
り

な
し
（
組
み
合
わ
せ
）
新
し
い
「
こ
と
・
も
の
」

を
創
造
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
一
人

が
自
ら
の
可
能
性
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
幸
福

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
若
人
へ
と
成
長

す
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全
力
で
お
子
様
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

ど
う
か
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
校

教
育
の
充
実
・
発
展
に
向
け
て
、
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
校
P
T
A

活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
、ま

た
各
活
動
へ
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。令
和
6
年
度

P
T
A
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

三
浦
大
作
と
申
し
ま
す
。正
直
、い
た
だ
い
た

大
役
が
自
分
に
務
ま
る
の
か
、未
だ
に
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、子
ど
も

達
の
充
実
し
た
学
校
生
活
を
支
え
て
あ
げ
た

い
と
願
う
気
持
ち
は
皆
様
と
同
じ
で
あ
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
力
を
お
借
り
し
１
年
間
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
度
は
先
行
き
の
見
え
な
か
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
一
定
抜
け
出
し
、少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
以
前
の
よ
う
な
生
活
様

式
・
学
校
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ま

で
マ
ス
ク
の
下
に
隠
れ
て
い
た
子
ど
も
達
の

笑
顔
を
様
々
な
場
面
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。　

　

P
T
A
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、年
間
で

計
画
し
て
い
た
事
業
を
中
止
、縮
小
す
る
こ

と
な
く
実
施
で
き
た
ほ
か
、峰
高
祭
文
化
の

部
で
数
年
ぶ
り
に
P
T
A
模
擬
店
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、多
く
の
会
員
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
と
の
楽
し
い
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、年
度
初
総
会

で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
を
は
じ
め
と

し
て
、会
員
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
活
動
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、お
忙
し

い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、一
人
で
も
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、新
た
に
会
員
と
な
ら
れ
た
皆
様
に

と
っ
て
は
、初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑

い
も
あ
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、気
楽
な

感
じ
で
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
が
各
事
業
や
専
門
部
会
な
ど
で
の
活

動
を
通
し
て
、保
護
者
の
皆
様
、子
ど
も
達
、

学
校
・
先
生
方
、地
域
社
会
と
の「
懸
け
橋
」と

な
れ
る
よ
う
、役
員
一
同
、精
一
杯
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の
ご
理
解
、ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
挨
拶Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長

三
浦
　
大
作

「
楽
し
き  

ま
な
び
や

                

　
峰
山
高
校
」

校
　　
長

岡
田
　
泰
行
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教育活動後援会　教育活動後援会　

三
　
浦
　
大
　
作

佐
　
川
　
清
　
隆

藤
　
村
　
礼
　
子

吉
　
田
　
友
　
洋

志
　
水
　
直
　
美

谷
　
川
　
亜
　
紀

蒲
　
田
　
修
　
平

会   

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会   

計

監
査
委
員

監
査
委
員

　令和6年度、教育活動後援会長を務めさせていただきま
す佐川清隆と申します。
　教育活動後援会では、生徒の活発な部活動を支援するた
め、施設用具、事業費、旅費の補助などを行っています。生
徒たちが安心し充実した学校生活を過ごせるよう学校と
協力し、引き続き支援してまいりますので、会員の皆様の
御理解・御協力をよろしくお願いします。

会 長　佐川　清隆

本部役員の紹介

庶
　
務

庶
　
務

庶
　
務

庶
　
務

庶
　
務

庶
　
務

上
　
田
　
久
美
子

中
　
西
　
育
　
子

古
　
野
　
さ
つ
き

谷
　
口
　
千
　
草

後
　
藤
　
貞
　
治

田
　
邊
　
繁
　
幸

3

（
教
育
活
動
後
援
会
長
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交通対策委員会交通対策委員会
令和６年度、交通対策委員長を務めさせていただきます
佐川清隆と申します。
今年度の交通対策委員会では、これまでの活動に引き続
き「交通マナー向上とあいさつ運動」を実施します。年間
4 回を予定しており、PTA、学校及び京丹後警察署との合
同で、峰山高校付近の交差点 4 カ所に分かれ、交通誘導、
あいさつの声掛けを行います。
活動の目的としては、生徒及び近隣の通勤者の方に交通安

全を意識していただくことと、あいさつにより、生徒たちに
爽やかな気分で一日を始めてもらえるのではと考えていま
す。
PTA 会員の皆様にも安全運転に努めていただきながら、生徒への見守りにも御協力いただき、生徒たち
が安心・安全な学校生活が送ることができますようよろしくお願いします。

委員長　佐川　清隆委員長　佐川　清隆

　令和６年度の研修推進委員長を務めさせていただきます、吉田友洋と申し
ます。当委員会の活動計画としまして、７月に演劇の芸術鑑賞、８月には３
年生の就職希望生徒への模擬面接を実施し、近隣事業関係者のご協力のもと、
委員会からも面接官としての参加を計画しています。また新たな取り組みと
して、生徒（おもに 1 年生）とその保護者様が進路を考える機会となるよう
大学を訪問するサマーセミナーを実施します。これらの活動を通じて、生徒
たちと保護者様の高校生活を彩る一助となれれば幸いです。今後とも当委員
会活動へのご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

令和６年度の会報編集委員長を務めさせていただきます藤村礼子と申します。
峰山高等学校 PTA 会報は年間３回発行されます。本号の発行につきまして、

原稿の御協力をいただいた皆様ありがとうございました。
会報では、生徒たちの活動や学校での様子を見やすくお伝えしていきたいと思っ

ております。多くの会員の皆様に手に取っていただき、生徒たちの様子を知って
いただいたり、写真の中に我が子を見つけたりして楽しんでいただけると嬉しく
思います。
引き続き、会員の皆様には原稿等お願いすることもあるかと思いますが、御協

力よろしくお願いいたします。

専 門 部 会

研修推進委員会研修推進委員会 委員長　吉田　友洋委員長　吉田　友洋

委員長　藤村　礼子委員長　藤村　礼子会報編集委員会会報編集委員会
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教職員紹介

副校長
山田　義治

事務長
松下　康彦

１年学年部2年学年部

５
組
担
任

宇
野
　
英
徳（
数
学
）【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

2
組
担
任

丸
岡
　
和
宏（
国
語
）【
軽
音
楽
部
】

好
き
な
言
葉
：
悲
観
論
で
備
え
、
楽
観
論
で
行
動
す
る

学
年
部
長

遠
山
　
裕
貴（
理
科
）【
テ
ニ
ス
部
】

4
組
担
任

小
谷
　
友
里（
英
語
）【
茶
道
部・
E
S
S
部
】

好
き
な
も
の
：
パ
ン
ダ
、
く
ま
モ
ン

1
組
担
任

松
井
　
常
宣（
保
健
体
育
）【
野
球
部
】

好
き
な
言
葉
：
求
め
て
や
ま
じ
高
き
理
想
を
！

3
組
担
任

永
山
　
景
一
郎（
国
語
）【
演
劇
部・テ
ニ
ス
部
】

４
組
担
任

福
留
　
睦
望（
地
歴・公
民
）【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

好
き
な
も
の
：
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
東
海
オ
ン
エ
ア

２
組
担
任

多
賀
野
　
博（
地
歴・公
民
）【
野
球
部
】

１
組
担
任

田
中
　
朋
弥（
数
学
）【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

好
き
な
も
の
：
漫
画
、
ゲ
ー
ム

学
年
部
長

浪
江
　
康
太（
英
語
）【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

3
組
担
任

天
野
　
晴
香（
国
語
）【
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
／
軽
音
楽
部
】

５
組
担
任

渋
谷
　
成
則（
数
学
）【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

（　）は担当教科、【　】は担当部活動、また今回は、先生方に好きなものを聞いています。お答えいただいた先生方のみ御紹介します。

校　長
岡田　泰行

好きな言葉：科学する心好きな言葉：先ず隗より始めよ
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3 年学年部探究企画部

進路指導部教　務　部

後列 前列

2
組
担
任

勝
山
　
春
美（
家
庭
）【
軽
音
楽
部
】

好
き
な
も
の
：
サ
ッ
カ
ー
観
戦

3
組
担
任

三
原
　
森
典（
理
科
）【
卓
球
部
】

好
き
な
言
葉
：
努
力
は
無
限
大
の
可
能
性

4
組
担
任

井
上
　
繁
之（
英
語
）【
少
林
寺
拳
法
同
好
会・軽
音
楽
部
】

学
年
部
長

馬
木
　
勇
語（
地
歴・公
民
）【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

1
組
担
任

岸
本
　
彰
基（
機
械
創
造
）【
書
道
部・写
真
部
】

5
組
担
任

木
下
　
諒（
数
学
）【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

北
岡
　
耕
平（
司
書
）

好
き
な
言
葉
：
事
実
は
小
説
よ
り
奇
な
り

金
谷
　
旭
晋（
英
語
）

【
軽
音
楽
部
】

好
き
な
言
葉
：Think D

ifferent （
昔
のApple

　
　
が
出
し
て
い
たC

M

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

林
　
直
宏（
英
語
）

【
E
S
S
部・ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
】

好
き
な
言
葉
：Think D

ifferent （
昔
のApple

大
谷
　
久
美
子（
国
語
）

【
書
道
部・卓
球
部
】

好
き
な
も
の
：
絵
を
見
る
こ
と(

現
代
ア
ー
ト

　
　
は
ま
だ
難
し
い)

川
村
　
康
好（
非
常
勤
事
務
員
業
務
補
助
員
）

船
越
　
覚（
実
習
助
手
）【
美
術
部
】

東
出
　
達
也（
理
科
）【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

好
き
な
も
の
：
ヒ
マ
ワ
リ

柴
田
　
裕
之（
英
語
）【
テ
ニ
ス
部
】

好
き
な
も
の
：
ラ
ー
メ
ン

大
石
　
敦
士（
英
語
）【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

好
き
な
も
の
：
コ
ー
ヒ
ー
、
英
文
法

棟
方
　
美
奈（
業
務
支
援
員
）【
テ
ニ
ス
部
】 

二
木
　
香
代
子（
数
学
）【
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部・吹
奏
楽
部
】

好
き
な
も
の
：
白
イ
カ
の
つ
く
り
（
生
姜
で
）

原
　
琴
名（
芸
術・書
道
）【
書
道
部
】

好
き
な
も
の
：
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
か
ま
ぼ
こ

大
江
　
浩
史（
理
科
助
手
）【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部・美
術
部
】

好
き
な
言
葉
：
焼
肉

鳴
海
　
光
則（
理
科
）【
吹
奏
楽
部・ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

好
き
な
も
の
：
エ
ビ
の
フ
ラ
イ(

タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス

　
　

 

を
添
え
て
、
し
っ
ぽ
ま
で
い
た
だ
く)

松
本
　
清
孝（
数
学
）【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

好
き
な
も
の
：
キ
ャ
ン
プ

加
藤
　
巧
真（
地
歴・公
民
）【
陸
上
競
技
部
】

部
長

部
長

部
長

6



岡
本
　
典
子（
工
業
　
情
報
通
信
　
技
術
支
援
員
）

後列 前列

後列 前列

水
口
　
圭
太（
施
設
管
理
職
員
）

岡
田
　
友
紀
子（
事
務
職
員
）

長
尾
　
勇
佑（
主
事
）

松
本
　
和
明（
技
術
職
員
）

藤
田
　
あ
ゆ
み（
事
務
員
）

茅
本
　
涼（
主
事
）

坂
根
　
元
枝（
芸
術・美
術
）

【
美
術
部
】

宮
田
　
唯
加（
主
事
）

木
下
　
隆
一（
技
術
職
員
）

辻
　
博
史（
保
健
体
育
）

【
陸
上
競
技
部
】

細
川
　
賢（
保
健
体
育
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

好
き
な
も
の
：
海

林
田
　
宗
志（
機
械
創
造
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

好
き
な
も
の
：
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

桂
　
幸
伽（
機
械
創
造
）

【
剣
道
部・卓
球
部
】

中
村
　
光
男（
英
語
）

  【
軽
音
楽
部
】

中
島
　
康
二（
国
語
）

【
写
真
部・演
劇
部
】

好
き
な
も
の
： 

子
ど
も
と
の
時
間
、
旅
ラ
ン

大
槻
　
瑠
也（
理
科
）

【
陸
上
競
技
部
】

高
尾
　
純
加（
芸
術・音
楽
）

【
吹
奏
楽
部
】

山
根
　
慎
太
朗（
保
健
体
育
）

【
野
球
部
】

好
き
な
言
葉
： 

燃
え
ろ
丹
後
！
が
ん
ば
れ
峰
高
！

金
井
　
和
揮（
英
語
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

好
き
な
も
の
： 

サ
ッ
カ
ー
で
す
。

大
西
　
敦
子（
保
健
体
育
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

藤
田
　
美
紀（
養
護
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部・茶
道
部
】 

生徒指導部 総務企画部

事　務　部 保　健　部

部
長部

長

部
長

77



後列 前列

中
野
　
保
明（
教
諭
）

【
陸
上
競
技
部
／
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
】

岡
本
　
典
子

（
情
報
通
信　
技
術
支
援
員
）

岸
本
　
彰
基（
教
諭
）

【
書
道
部・写
真
部
】

原
田
　
諭（
実
習
助
手
）

桂
　
幸
伽（
教
諭
）

【
剣
道
部・卓
球
部
】

船
越
　
覚（
実
習
助
手
）

【
美
術
部
】

林
田
　
宗
志（
教
諭
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

谷口　かおり
（英　語）

大瀧　高廣
（地歴・公民）

大谷　仙学
（スクールカウンセラー）

田中　康弘
（国　語）

田中　伸明
（情　報）

島田　康史
（数　学）

木村　嘉宏
（初任者指導教員）

好きな言葉：いつも心に太陽を

ベーグルストレム・ビクトリア
（AET）

横嶋　裕子
（就職支援教員）

岸田　敏明
（人材育成担当教員）

井上　滋
（理　科）

山岡　昌記
（理　科）

機械創造科初任者指導教員・非常勤講師 等

ミネコ
（峰高マスコット）
好きなもの：

ひとをたのしませること
ひとによろこんでもらうこと

科
長

8



運動部運動部

文化部

輝け 峰高の

9

感謝の気持ちを忘れずに、毎日がんばっています。

発表に向けて、練習や作品作りにがんばっています。

感謝の気持ちを忘れずに、毎日がんばっています。

発表に向けて、練習や作品作りにがんばっています。



今年度、新たに8名の新入部員を
迎え、「短距離・跳躍・投擲」「中・長
距離」のパートに分かれて活動し

ています。部員それぞれが個々の目標に向かい、学習と両立し
ながら意欲的に練習に取り組んでいます。仲間と協力し、切磋
琢磨し、自分自身の立てた目標達成のため日々努力していま
す。また、常に向上心を持ち、一人でも多く、府大会、近畿大会、
全国大会とよりレベルの高い大会への出場を目指して頑張っ
ています。今後ともご声援よろしくお願いします。

◆活動場所／グラウンド・京丹後はごろも陸上競技場
◆活動日／月曜日～土曜日
◆部員数／ 31名

３年生
2年生
1年生

14 名
9名
8名

　３学年合わせて選手28名、マ
ネージャー８名で活動しています。
春季大会では２次戦に進出するこ

とができました。「逆境に打ち勝つ」「丹後を熱く盛り上げたい」
という想いを込めた「逆郷魂」を合言葉に日本一を目指し、部員
全員が一丸となって日々の練習に取り組んでいます。 　「もう
一度、甲子園へ！」保護者の皆様、卒業生の皆様、地域の皆様と
ともに丹後を熱く盛り上げ、「応援される野球部」を目指してい
きます。「燃えろ丹後　頑張れ峰高」の声援をよろしくお願いし
ます。

◆活動場所／峰山高校グラウンド、峰山球場
◆活動日／月曜日～金曜日放課後、週末（遠征など）
◆部員数／ 28名　マネージャー8名
３年生
2年生
1年生

　　　　12名　
　　　　11名　  
　　　　13名　

今年度、新たに10名の新入部員
を迎え、活気が満ち溢れています。
「厳しく楽しく」をスローガンに、個
人の技術力向上はもちろん多様な

戦術の理解・習得を通し、強い選手・チームを目指して日々練習
に励んでいます。特にバスケＩＱの育成、プレーヤーとしての
自立を重視しています。U18リーグの参戦など、実戦を通じて
強化を図り、またチーム内でも切磋琢磨できる環境で相互に刺
激を得て頑張っています。昨年度は京都府選手権において府大
会出場を果たしました。バスケを通して地域を元気にすること
を大切にし、一人一人がバスケファミリーとしての自覚を持
ち、皆で明るく元気に取り組んでいます。

３年生
2年生
1年生

3 名
 6 名
 10 名

新入生を迎え、新体制が発足しました。体力や個人スキルの
向上はもちろん、戦術の理解とその習得に向け、日々の練習に
取り組んでいます。少人数ですが、メリハリを意識しながら、楽
しくも厳しく練習に励んでいます。バスケ部としての自覚を持
ち、１勝でも多く勝ち進めるチームになるよう、活動を続けて
います。今後も応援よろしくお願いします。

◆活動場所／第二体育館
◆活動日／月曜日～金曜日放課後・土曜日
◆部員数／ 8名 
３年生
2年生
1年生

2 名
3名
3名

３年生
2年生
1年生

女子バスケットボール部 男子バスケットボール部

野球部

部 活 動 紹 介

◆活動場所／第二体育館
◆活動日／ 月曜日～金曜日放課後：練習　
　　　　　土曜日・日曜日・祝日：練習試合等（オフ日もあり）
　         最低週１日はオフ日あり

◆部員数／ 19名

10

陸上競技部



今年度は２年生の４名に加え、１
年生４名の入部があり、チームとし
て公式試合の度にメンバーが集まる

かを心配することなく、日々の練習や練習試合等が行え、充実
した取り組みができています。今後は個々の力をつけることはも
ちろんですが、チーム力の向上に尽力し、「拾って繋ぐ　峰高バ
レー」の伝統を引き継ぎ頑張っていきたいと思います。御支援
よろしくお願い致します。

◆活動場所／第 2体育館
◆活動日／基本的には　月～土曜日
◆部員数／ 8名

３年生
2年生
1年生

0 名
4名
4名

ソフトテニス部では3年生が引退し、12名で活動していま
す。技術の向上に取り組むだけでなく、あいさつや礼儀も大切
にし、日々活動しています。試合をイメージしながら練習に励
み、個人戦、団体戦ともに府大会での1勝を目標としています。
今後も温かい御声援をいただきますようお願いします。

◆活動場所／本校テニスコート、峰山総合公園テニスコート
◆活動日／月曜日～金曜日放課後、土曜日の午前中　
　　　　　練習試合等があれば日曜日も活動しています。
◆部員数／ 28名

３年生
2年生
1年生

16 名
4名
18名

テニス部は文武両道を目指すとともに、礼儀や挨拶を大切
にしています。全員硬式テニス初心者ですが、公立高校大会
の優勝と府大会での勝利を目指し、互いに切磋琢磨し合いな
がら１球１球を大切に、厳しくも楽しくプレーをしながら練
習に取り組んでいます。今後もあたたかい御声援をよろしく
お願いします。

◆活動場所／もみじヶ丘テニスコート
◆活動日／月曜日～土曜日　
　　　　　※大会や練習試合等で日曜日に活動する場合もあります。
◆部員数／ 24名

「自主・自律・貢献」をモットーに、府下大会 1勝を目指して
活動しています。日々の練習では、「考え、繋ぐ」ことを追及し、
魅力的でおもしろいサッカーで勝利することを目指しています。
目標に向けて粘り強く努力し、仲間と協力して果敢に挑戦する
部員たちに、これからも温かい御支援をいただきますようお願
いします。

◆活動場所／サッカー場
◆活動日／月曜日～土曜日
◆部員数／ 13名

5名
11名
8名

３年生
2年生
1年生

5 名
4名
4名

ソフトテニス部 バレーボール部

サッカー部 男子・女子テニス部

３年生
2年生
1年生

３年生
2年生
1年生

部 活 動 紹 介
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現在は３年生が引退し、１・２年
生で活動しています。高校からバド

ミントン競技を始める生徒がほとんどで、限られた時間・コート
数の中で、いかに効率よく競技力を向上させられるかを常に考
えて練習しています。今年度の新チームでは「必勝」という目
標を掲げ、礼儀・感謝の気持ちを忘れることなく、多くの人から
応援される選手を目指して頑張っています。今後もあたたかい
御声援をよろしくお願いいたします。

バドミントン部

小人数ですが近隣高と合同チー
ムを組み、合同練習や練習試合、

公式戦等に出場しており昨年度はインターハイ予選ではベス
ト８でした。他校の選手や先生と交流することで様々な練習
方法や多角的な指導を受けることができ、刺激的な活動を行っ
ています。今後も学校内外の仲間とともに切磋琢磨し昨年度
以上の成績が残せるよう活動していきますのであたたかい御
声援をよろしくお願いします。

◆活動場所／本校グラウンド
◆活動日／月、火、木、土、不定期で日曜日
◆部員数／ 3名

３年生
2年生
1年生

3 名
0名
0名

３年生
2年生
1年生

11 名
17名
19名

◆活動場所／第 1体育館
◆活動日／月曜日～土曜日（試合の日は日曜日もあり）
◆部員数／ 47名

ソフトボール部

剣道部

卓球部は今年度から新たに女子が３名加入し、男女合わせて
１２名の新チームで活動しています。限られた場所・時間です
が効率よく、工夫して練習に励み、個人・団体ともに近畿大会出
場を目指して頑張っています。少ない人数ですが、卓球が好き
な仲間で切磋琢磨しながら、卓球の技術を磨くとともに、部活
動をする上で大切な社会性や人間性も磨いていけたらと思い
ます。今後ともあたたかい御声援をよろしくお願いします。

◆活動場所／第一体育館
◆活動日／月曜日～土曜日
◆部員数／ 12名

卓球部

「人間形成」を目的とし、社会で即戦力となるための資質や
能力を身につけるため日々精進しています。中身が成長すれ
ば技術も必ず成長します。昇段することを目標に日々の稽古
に励んでいますので、今後ともあたたかいご声援をよろしく
お願いします。

◆活動場所／第一体育館
◆活動日／月曜日～金曜日放課後　　
◆部員数／ 1名

３年生
2年生
1年生

0 名
0名
2名

３年生
2年生
1年生

5名
1名
6名

部 活 動 紹 介
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茶道部

少林寺拳法は約 60 年前に日本で創始された守主攻従の護身
を主体とする武道ですが、単なる武道ではなく、戦後の混乱
期に社会に有為な人間を育てるために開祖・宗道臣が「半ば
は自分の幸せを、半ばは他人の幸せを」をモットーに四国で
始めた幸福運動なのです。心身を鍛えることにより自己を確
立し、社会に貢献できる人間を目指しています。

◆活動場所／レスリング場
◆活動日／火曜日・木曜日・土曜日
◆部員数／ 1名

３年生
2年生
1年生

1 名
0名
0名

３年生
2年生
1年生

8 名
4名
9名

 毎週金曜日に、外部講師の先生に来ていただいて活動して
います。作法を身に付けることはもちろんですが、お茶の心
の奥深さを感じながらお稽古に励んでいます。新型コロナウ
イルスも規制の緩和を受け、少しずつ呈茶の機会も増えてき
ました。お茶を通して様々な方達と交流できる機会に感謝し
て、今後も精進してまいります。温かい御支援をいただきま
すようお願いいたします。

◆活動場所／礼法室
◆活動日／毎週金曜日　
◆部員数／ 21名

少林寺拳法同好会

美術部

部員同士で切磋琢磨し、互いに
刺激を受けながら書道作品を制作

しています。自身が納得する作品が制作できるまで何度も何
度も書き続けます。作品が仕上がった瞬間や、展覧会で作品
が展示されたときには、とても大きな達成感があります。また、
全員で協力して作り上げる書道パフォーマンスにも年に数回
取り組んでいます。楽しく制作すること、最後まで集中して
大作を作り上げることを目指し、集大成となる２月の『峰高展』
に向けて頑張っています。

◆活動場所／書道教室
◆活動日／基本は月曜日・金曜日　長期休業期間中は集中して活動（土日除く）
◆部員数／ 22名

書道部

部員の個性を大切にしながら、
日々活動しています。日頃の努力
が実を結び、今年度で7年連続全国
総文に出品が決定しました！近畿

総文にも出品を重ねています。京総文でも最優秀賞、優秀賞を
毎年受賞しています。油絵だけでなく、様々な表現方法で制作
しています。これからも進化していきますので応援よろしくお
願いします。

◆活動場所／美術室
◆活動日／月・火・水・金　放課後
　　　　　展覧会前は土曜日もあり
◆部員数／ 11名

３年生
2年生
1年生

3名
4名
4名

３年生
2年生
1年生

4 名
15名
3名

部 活 動 紹 介
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アニメーション部

ESS では ALT の先生と一緒に楽しみながら英語の力をつけた
り、多文化理解に取り組んでいます。英語が得意でなくても、
身振り手振りを加えながら ALT の先生や外国の方々と交流して
います。楽しみながら英語を活用する力を付けていきます。

◆活動場所／ＬＬ教室
◆活動日／水曜日
◆部員数／ 5名

ESS

軽音楽部

今年度は5名の新入部員を迎え、
個性豊かな23名で活動していま
す。一人一人の表現力や協調性を伸

ばし、聴いてくださる方に感動を届けることができる演奏を目
指して日々の練習に励んでいます。京都府吹奏楽コンクールへ
の出場や8月10日(土)に丹後文化会館にて開催する定期演奏
会に向けての準備・練習に一生懸命取り組んでいます。また、地
域での演奏活動も積極的に行っていきたいです。これからも皆
様により良い演奏をお届けできるよう部員一同励んでいきま
すので、応援よろしくお願いいたします。

◆活動場所／音楽室
◆活動日／月曜日～土曜日
◆部員数／ 23名

吹奏楽部

昨年度からさらに部員数を増やし、総勢８２名で精力的に
活動しております。新型コロナウイルスによる制限もなくな
り、今年度は地域のイベントをはじめとして各種大会に積極
的に参加していきます。引き続き地域の皆様からの温かいご
声援をよろしくお願いします。

◆活動場所／工場棟２階、軽音楽部 BOX
◆活動日／平日放課後
◆部員数／ 82名

３年生
2年生
1年生

24 名
27名
31名

３年生
2年生
1年生

7 名
11名
5名

３年生
2年生
1年生

３年生
2年生
1年生 2 名

3名
0名

各自のペースで、デジタルまた
はアナログでオリジナル作品を描
いたり、セル画を作成したりして

います。近年は公共機関からポスター等の作成依頼も多くいた
だき、イメージを言語化し共有する力、作品を推敲していく力
なども鍛えられています。学年を越えて、共通の話題で盛り上
がる姿が多く見られ、個性豊かでのびのびとした雰囲気です。
今後も「好き」の追究、技術向上を目指して切磋琢磨していきま
す。御指導御鞭撻宜しくお願いいたします。

◆活動場所／４号館４階部室
◆活動日／平日放課後
◆部員数／ 20名

9名
9名
2名

部 活 動 紹 介
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ロボット研究部 演劇部

写真部

写真部では、部員一人一人が
個々の感性のままに写真を撮り、
自由に活動しています。月１回程
度の頻度で部会を開いており、校

内展示をはじめ、峰高祭文化の部での展示、各種コンクールへ
の応募、丹後文化祭典等の作品展への出展を行っています。今
年度の峰高祭文化の部では、見る人の想像を膨らませられるよ
うな展示をしたいと考えているので、ぜひお越しください！　
カメラ越しに見ると、何気ない日常もなぜか少し違って見え
る。学校生活に”写真を撮る”というアクションをプラスできる
のが写真部です。これからも部員それぞれの個性が光る作品
を撮影・展示し、日常とは少し違った世界をお見せしたいと
思っていますので、今後もどうぞ応援よろしくお願いします！

◆活動場所／工場棟　２階みねすた横
◆活動日／月１回程度（水・金が主）
◆部員数／ 42名

３年生
2年生
1年生

23 名
8名
11名

３年生
2年生
1年生

ロボット研究部では、少数ながら
普通科・機械科共にロボットの製作
を通して、互いに交流を深め楽しん
で取り組んでいます。目標は「第32

回全国高等学校ロボット競技大会」出場を目指して活動していま
す。活動内容では、ものづくりだけでなく人との対話や、計画管理
といった能力を育てられるように取り組んでおります。製作する
ものに関しては、金属加工、配線、パソコンによるプログラムなど
が学べます。ものづくりに興味がある人にはうってつけの場所と
なります。一緒に製作しましょう。入部をお待ちしております‼

◆活動場所／４号館２階電子工作実習室、３階CAD室、工場棟１階工場
◆活動日／平日放課後（必要になれば土）
◆部員数／ 7名

2名
0名
5名

３年生
2年生
1年生

３年前、部員数たった１名のとこ
ろからスタートし、昨年度は両丹大
会で準優秀賞を受賞するまでにな
りました。モットーは「楽しく自分

達らしく」です。昨年度の受賞も、生徒達が主体的に面白いと
思った表現や良いと思った演技を突き詰めていった結果だと
自負しています。今年はさらに部員も増え、表現の幅も広がり
ました。これまで通り一人一人の個性を大切にしつつ、今年度
の仲間とでしかできない演劇を追求していきたいと思ってお
ります。ご声援よろしくお願い致します。

◆活動場所／物理講義室
◆活動日／毎週月・水曜日（本番前はほぼ毎日）
◆部員数／ 8名

4名
2名
2名

部 活 動 紹 介
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◇
◇
◇
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◇
◇
◇

　

苦
労
し
た
受
験
勉
強
を
乗
り
越
え
、
待

ち
に
待
っ
た
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て

も
う
す
ぐ
二
ヶ
月
。
学
校
へ
の
行
き
帰
り
、

友
達
と
楽
し
そ
う
に
過
ご
す
姿
を
見
て
、

高
校
生
活
が
順
調
に
過
ご
せ
て
い
る
の
だ

な
と
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
は
教
科
も
増
え
、
た
く
さ
ん
の

学
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
先
途
中
で
投
げ

出
し
た
く
な
る
日
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
未
来
の
選
択
肢
を
自
分
で
決
め

な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う
、

根
気
よ
く
、
周
り
の
人
に
も
頼
り
な
が
ら
、

努
力
し
て
頑
張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
！
家
族
と
し
て
も
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
！

　
　

　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

我
が
家
の
し
っ
か
り
者
の
末
っ
子
。
い

よ
い
よ
JK
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
三
番
目

と
い
う
の
も
あ
り
、
高
校
受
験
で
は
、
私

も
さ
ほ
ど
心
配
す
る
こ
と
は
な
く
、
入
試

当
日
も
普
段
通
り
送
り
出
そ
う
と
し
て
い

る
中
、「
な
ん
か
お
腹
痛
く
な
っ
て
き
た
か

も
・
・
・
」
と
不
安
げ
な
娘
。
緊
張
や
不

　
　

　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

親
が
潜
っ
た
門
を
我
が
子
が
今
年
４
月

に
潜
っ
た
。

　

入
学
式
の
時
、
こ
の
校
舎
に
足
を
踏
み

入
れ
た
の
は
何
十
年
振
り
だ
ろ
う
か
と
自

分
の
過
去
を
辿
る
と
同
時
に
我
が
子
も
同

じ
学
校
（
進
路
）
を
選
ん
だ
ん
だ
な
と
改

め
て
感
じ
つ
つ
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

受
験
と
い
う
戦
い
に
勝
ち
合
格
発
表
が

あ
っ
て
か
ら
も
う
数
か
月
が
経
ち
胸
に
峰

山
高
校
の
校
章
が
入
っ
た
制
服
を
着
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
我
が
子
。

　
学
校
生
活
も
慣
れ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま

す
が
既
に
次
の
闘
い
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
は
三
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

三
年
は
人
生
の
中
で
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
三
年
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
を

考
え
て
今
ま
で
以
上
に
自
責
思
考
を
強
く

持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
満
喫
し 

部
活
で
汗
水
流
し
思
い
出
つ
く
り
を
し
つ

つ
そ
の
先
の
進
路
を
考
え
目
標
を
持
ち
勉

学
に
励
み
今
の
自
分
を
三
年
後
に
見
た
時

に「
成
長
し
た
な
ぁ
」と
感
じ
れ
る
よ
う
に
。

　

一
日
一
日
を
無
駄
に
せ
ず
何
に
で
も
精

一
杯
や
り
切
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

我
が
子
が
峰
山
高
校
に
入
学
し
て
２
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
今
は
中
間

テ
ス
ト
期
間
で
あ
り
、
必
死
で
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。
入
学
し
て
す
ぐ
は
、
バ
タ

バ
タ
と
し
た
生
活
と
な
り
、
学
校
で
の
様

子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
元
気
な
様
子
か

ら
、
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
先
生
方
や
友
人
達
と
共

に
、
峰
山
高
校
で
の
学
び
を
大
切
に
し
て

安
な
様
子
は
今
ま
で
見
せ
な
か
っ
た
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
ね
と
繊
細
な

一
面
も
見
ら
れ
た
入
試
当
日
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
無
事
に
入
学
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
入
学
早
々
新
し
い
友
達
が
で
き
た

よ
、
今
日
、
誰
々
と
お
弁
当
食
べ
た
よ
と
、

学
校
で
の
楽
し
そ
う
な
様
子
を
話
し
て
く

れ
る
姿
を
見
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
後
は
家
を
出
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
高
校
の
三
年
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。
勉
強
、
部
活
に
遊
び
に
も
充

実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
、
た
く
さ
ん

思
い
出
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。
私
も
残

り
三
年
間
の
娘
と
の
か
け
が
え
の
な
い

日
々
を
、
口
出
し
手
出
し
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
心
は
離
さ
ず
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
へ
、
我

が
子
に
対
し
ま
し
て
厳
し
く
も
温
か
な
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ほ
し
い
で
す
。
私
も
我
が
子
の
成
長
を
楽

し
み
な
が
ら
、
全
力
で
応
援
し
て
い
き
た

い
で
す
。
皆
様
、
三
年
間
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
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◇
◇
◇
◇
◇

　

中
3
の
夏
、
峰
高
を
第
一
希
望
に
決
め

て
か
ら
、
大
丈
夫
か
な
・
・
・
と
思
う
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
課
題
が
大
変
と
頑
張
る

姿
を
見
て
、
本
人
に
は
悪
い
で
す
が
、
な

ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

志
望
の
一
つ
で
も
あ
る
軽
音
部
で
の
話
し

も
し
て
く
れ
、
部
活
も
勉
強
も
一
生
懸
命

で
、
自
分
の
高
校
生
の
頃
を
思
い
だ
し
て

「
お
母
さ
ん
達
の
頃
は
ね
・
・
・
」
と
話
す

事
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
自
分
達
の
頃
よ

り
も
、
ず
っ
と
勉
強
は
大
変
そ
う
な
の
で
、
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
桜
舞
う
季
節
か
ら
、
気
付
け
ば
新
緑
が
美

し
い
頃
に
な
り
、
我
が
子
が
入
学
し
て
か
ら

時
の
移
ろ
い
も
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
っ
て

い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
部
活
に
も
入
り
、
楽
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◇
◇
◇
◇
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◇
◇
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親
が
潜
っ
た
門
を
我
が
子
が
今
年
４
月

に
潜
っ
た
。

　

入
学
式
の
時
、
こ
の
校
舎
に
足
を
踏
み

入
れ
た
の
は
何
十
年
振
り
だ
ろ
う
か
と
自

分
の
過
去
を
辿
る
と
同
時
に
我
が
子
も
同

じ
学
校
（
進
路
）
を
選
ん
だ
ん
だ
な
と
改

め
て
感
じ
つ
つ
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

受
験
と
い
う
戦
い
に
勝
ち
合
格
発
表
が

あ
っ
て
か
ら
も
う
数
か
月
が
経
ち
胸
に
峰

山
高
校
の
校
章
が
入
っ
た
制
服
を
着
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
我
が
子
。

　
学
校
生
活
も
慣
れ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま

す
が
既
に
次
の
闘
い
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
は
三
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

三
年
は
人
生
の
中
で
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
三
年
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
を

考
え
て
今
ま
で
以
上
に
自
責
思
考
を
強
く

持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
満
喫
し 

部
活
で
汗
水
流
し
思
い
出
つ
く
り
を
し
つ

つ
そ
の
先
の
進
路
を
考
え
目
標
を
持
ち
勉

学
に
励
み
今
の
自
分
を
三
年
後
に
見
た
時

に「
成
長
し
た
な
ぁ
」と
感
じ
れ
る
よ
う
に
。

　

一
日
一
日
を
無
駄
に
せ
ず
何
に
で
も
精

一
杯
や
り
切
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

　

◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

我
が
子
が
峰
山
高
校
に
入
学
し
て
２
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
今
は
中
間

テ
ス
ト
期
間
で
あ
り
、
必
死
で
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。
入
学
し
て
す
ぐ
は
、
バ
タ

バ
タ
と
し
た
生
活
と
な
り
、
学
校
で
の
様

子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
元
気
な
様
子
か

ら
、
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
先
生
方
や
友
人
達
と
共

に
、
峰
山
高
校
で
の
学
び
を
大
切
に
し
て

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
へ
、
我

が
子
に
対
し
ま
し
て
厳
し
く
も
温
か
な
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
こ
は
頑
張
れ
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
が
、

め
げ
ず
に
取
り
組
む
姿
は
親
と
し
て
も
、

自
分
も
頑
張
ろ
う
！
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
高
校

生
活
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

し
く
て
優
し
い
先
輩
達
に
も
恵
ま
れ
て
親
と

し
て
も
嬉
し
い
反
面
、
勉
強
面
で
は
想
像
以

上
の
レ
ベ
ル
と
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
授
業
や
沢

山
の
課
題
に
早
く
も
弱
音
を
吐
く
事
も
あ

り
、
不
安
そ
う
な
顔
を
見
せ
る
時
も
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

と
も
言
え
る
人
生
、
こ
の
先
は
自
分
の
人
生

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
目
標
や
夢
を
叶
え
る
為
に

し
ん
ど
く
て
大
変
な
思
い
も
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
人
生
の
中
で
、

何
年
経
っ
て
も
あ
の
時
は
本
当
に
頑
張
っ
た

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
時
期
を
持
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
勉
強
や
部
活
に
、
そ
し
て

一
緒
に
居
て
楽
し
く
、
一
緒
に
頑
張
れ
る
友

達
を
作
り
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ほ
し
い
で
す
。
私
も
我
が
子
の
成
長
を
楽

し
み
な
が
ら
、
全
力
で
応
援
し
て
い
き
た

い
で
す
。
皆
様
、
三
年
間
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
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◇
◇
◇
◇
◇

　

慣
れ
な
い
ネ
ク
タ
イ
に
四
苦
八
苦
し
て

い
た
入
学
当
初
、
今
で
は
要
領
よ
く
締
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
く
高
校
生
の

姉
と
鏡
の
前
で
賑
や
か
に
身
支
度
を
し
て
、

慌
た
だ
し
く
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
詰
襟

学
ラ
ン
か
ら
ブ
レ
ザ
ー
の
制
服
に
な
っ
た

こ
と
で
、
何
だ
か
大
人
び
て
見
え
る
そ
の

　
　

　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

希
望
し
て
い
た
峰
山
高
校
に
入
学
し
て

2
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
は
不
安

だ
っ
た
バ
ス
通
学
に
も
慣
れ
、
勉
強
に
、

部
活
動
に
毎
日
忙
し
く
し
て
い
る
息
子
、

「
高
校
ど
う
？
」
と
声
を
か
け
る
と
、「
楽

し
い
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
、
親
と
し

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

三
年
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
先

輩
に
習
い
、
同
級
生
と
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
将
来
し
た
い
、
や
り
た
い
事
の
目
標

を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
親

　
　

　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

峰
山
高
校
に
入
学
し
て
約
二
ヶ
月
経
ち

ま
し
た
。
中
学
生
の
時
と
は
違
い
、
毎
日

朝
早
く
か
ら
忙
し
い
様
子
で
す
。
や
っ
て

み
た
い
部
活
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
部
活
動

に
も
参
加
し
、
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

親
と
し
て
は
、
学
習
と
部
活
で
忙
し
す
ぎ

て
大
丈
夫
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
長
い
よ

う
で
短
い
三
年
間
、
健
康
第
一
で
高
校
生

だ
か
ら
出
来
る
自
分
の
や
り
た
い
事
、
又

今
後
の
進
む
方
向
性
を
見
つ
け
、
卒
業
す

る
時
に
は
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
高
校
生

活
を
送
っ
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
不
安
な
事
が
あ
れ
ば
、
先
生
方
や
親

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
で
溜
め
込

ま
な
い
よ
う
に
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
、Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
の
皆
様
、
三
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
す
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

我
が
子
が
峰
山
高
校
に
入
学
し
て
２
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
今
は
中
間

テ
ス
ト
期
間
で
あ
り
、
必
死
で
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。
入
学
し
て
す
ぐ
は
、
バ
タ

バ
タ
と
し
た
生
活
と
な
り
、
学
校
で
の
様

子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
元
気
な
様
子
か

ら
、
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
先
生
方
や
友
人
達
と
共

に
、
峰
山
高
校
で
の
学
び
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
私
も
我
が
子
の
成
長
を
楽

し
み
な
が
ら
、
全
力
で
応
援
し
て
い
き
た

い
で
す
。
皆
様
、
三
年
間
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

背
中
を
送
り
出
し
な
が
ら
、
楽
し
い
一
日

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
面
で
は
、
課
題
を
こ
な
す
の
が
精

一
杯
で
、
ま
だ
自
分
の
学
習
リ
ズ
ム
を
掴

め
て
い
な
い
様
に
見
え
ま
す
が
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
高
校
で
は
、将
来
に
向
け
て
「
や

り
た
い
こ
と
」
や
「
な
り
た
い
自
分
」
が

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
色
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
経
験
を
積
み
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
ん
な
姿
を
そ
ば

で
見
守
り
な
が
ら
、
私
も
成
長
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

と
し
て
陰
な
が
ら
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

18



19

夏
の
季
節
が
訪
れ
、
新
た
な
活
気
が
峰
山
高
校
に
み
な
ぎ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
徒

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
S
k
y
 
H
i
g
h
 
F
l
y
 
H
i
g
h
」
は
、
私
た
ち

の
高
い
目
標
と
、
そ
の
目
標
の
達
成
、
そ
し
て
頂
点
へ
の
到
達
を
意
味
し
ま
す
。
生
徒

一
人
一
人
が
自
分
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
峰
山
高
校
を
目
指
し
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

峰
山
高
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
全
員
が
楽
し
く
充
実
し
て
通
う
こ
と
の
で
き

る
高
校
を
目
指
し
、
全
校
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、
P
T
A
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

今
年
度
も
全
員
で
力
を
合
わ
せ
、
共
に
成
長
し
、
峰
山
高
校
を
さ
ら
に
活
気
溢
れ
た

場
に
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

生
徒
会
長

吉
田
　
智
哉

吉　田　智　哉（３－4）
堀　江　拓　人（３－4）
村　上　　　心（３－５）
吉　岡　　　潤（３－２）
安　井　心　美（３－3）
中　川　聖　那（3－3）
藤　村   ひより  （3－2）
井　上　沙　耶（３－５）
森　本   はるか（3－2）
松　田　浩　輝（2－5）
村　尾　和　鼓（2－4）
上　本　啓　太（3－４）
水　谷   ななみ（３－2）
種　池　美　月（２－5）
川　端　あいり（2－５）
藤　井　愛　美（3－4）
片　西　陽　音（２－4）
木　下　暖　乃（２－４）
後　藤　瑠　海（3－4）
山　本　きあら（3－2）
小　森　実　姫（2－4）
小　牧　さくら（3－2）
長　島　麗　奈（2－2）
奥　村　結　衣（2－5）

生 徒 会 長

副 会 長

会 計 局 長
局 員
書 記 局 長
局 員
学 芸 局 長
局 員
局 員
局 員
体 育 局 長
局 員
局 員
局 員
ボランティア局長
局 員
局 員
交 通 局 長
局 員
局 員
報 道 局 長
局 員
局 員

夏
の
季
節
が
訪
れ
、
新
た
な
活
気
が
峰
山
高
校
に
み
な
ぎ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
徒

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「

の
高
い
目
標
と
、
そ
の
目
標
の
達
成
、
そ
し
て
頂
点
へ
の
到
達
を
意
味
し
ま
す
。
生
徒

一
人
一
人
が
自
分
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
峰
山
高
校
を
目
指
し
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

峰
山
高
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
全
員
が
楽
し
く
充
実
し
て
通
う
こ
と
の
で
き

る
高
校
を
目
指
し
、
全
校
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

今
年
度
も
全
員
で
力
を
合
わ
せ
、
共
に
成
長
し
、
峰
山
高
校
を
さ
ら
に
活
気
溢
れ
た

場
に
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

吉　田　智　哉（３－4）
堀　江　拓　人（３－4）

生 徒 会 長

峰山高校生徒会峰山高校生徒会 生徒会執行部
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部活動、その他の生徒の活動報告　※（　）は学年

▶第7５回全国高等学校バドミントン選手権大会京都府予選会
　兼　第4３回京都府高等学校バドミントン選手権大会（個人戦）
　（２０２４年５/25）
（男子ダブルス　出場）
●谷川　大和（3）・吉田　悠（3）ペア、
●倉　浩人（3）・花滿　修也（3）ペア　
（女子ダブルス　出場）
●吉岡　琴美（3）・西村　天音（3）ペア

▶第 75 回全国高等学校バドミントン選手権大会京都府予選会
　兼　第43回京都府高等学校バドミントン選手権大会（学校対抗）
　（２０２４年６/1）
　（男子団体　出場）
　谷川　大和（3）、吉田　悠（3）、倉　浩人（3）、　
　花滿　修也（3）、梅田　聡樹（3）、古野　正裕（3）、　
　吉岡　蒼太（3）※寺尾　颯太（3）
　※はマネージャー登録者（試合には出られない）

バドミントン部

▶令和６年度　インターハイ両丹予選７位
　●峰山　52-69　西舞鶴○
　○峰山　62-50　日星●
　●峰山　55-58　福知山○

女子バスケットボール部

▶第60回京都府吹奏楽コンクール高等学校の部小編成　銀賞受賞
吹奏楽部

▶第34回丹後美術工芸展　特別賞受賞
▶第36回写真丹後展　準特選

写真部

▶第23回全国高等学校ロボット競技大会三重大会出場
▶第24回全国高等学校ロボット競技大会石川大会出場
▶第25回全国高等学校ロボット競技大会秋田大会出場
▶第26回全国高等学校ロボット競技大会山口大会出場
▶第27回全国高等学校ロボット競技大会新潟大会出場
▶第31回全国高等学校ロボット競技大会三重大会出場

ロボット研究部

▶令和5年度　第6回高等学校軽音楽コンテスト近畿北陸大会　第３位
▶第3回 全国高校 軽音楽部大会 we are SNEAKER AGES
　第44回 関西地区 予選会・グランプリ大会　出場　
▶第８回京都府高等学校軽音楽コンテスト新人大会　
　審査員特別賞　
▶高校生バンドフェス2024 in KOBE　準グランプリ
　ベストプレイヤー賞　横田　大翔（3）

軽音楽部

▶第59回京都府高等学校春季陸上競技大会
　粟倉　祥(3)　男子　ハンマー投　６位
　藤田　葵(3)　女子　砲丸投　４位
▶第77回全国高等学校陸上競技対校選手権大会京都府予選会
　今岡　大輔　男子　やり投　５位　
　粟倉　祥(3)　男子　ハンマー投　５位　
　藤田　葵(3)　女子　砲丸投　８位
　藤田　葵(3)　女子　円盤投　８位
▶第77回全国高等学校陸上競技対校選手権大会近畿予選会
　今岡　大輔　男子　やり投　出場
　粟倉　祥(3)　男子　ハンマー投　出場

▶令和6年度春季京都府高等学校野球大会　ベスト16
　1回戦　◯峰山　7対１　西舞鶴高校●
　2回戦　◯峰山　５対２　連合（丹後緑風・南丹・朱雀・大江）
　2次戦1回戦　●峰山　1対９　京都共栄◯（７回コールド）

陸上競技部

野球部

▶第32回両丹高等学校テニス選手権大会
　兼全国高等学校総合体育大会京都府予選両丹予選会
　女子ダブルス　優勝　山本　咲希・山添　彩加ペア（府大会出場）
　女子シングルス　準優勝　山本　咲希

テニス部

▶令和6年度京都府高等学校ソフトテニス選手権大会 個人戦　出場
　平林　春香(3)・大西　春菜(3)ペア
　髙岡　琉乃(2)・西村　莉緒(2)ペア
　永島　美優(1)・平林　海香(1)ペア

ソフトテニス部

全国高等学校総合文化祭7年連続出品！
▶第42回全国高等学校総合文化祭大会長野大会　1名出品
▶第43回全国高等学校総合文化祭大会佐賀大会　2名出品
▶第44回全国高等学校総合文化祭高知大会　2名出品
▶第45回全国高等学校総合文化祭和歌山大会　1名出品
▶第46回全国高等学校総合文化祭東京大会　1名出品
▶第47回全国高等学校総合文化祭鹿児島大会　2名出品
▶第48回全国高等学校総合文化祭岐阜大会　2名出品
　山中玉実（３）、山下天音（３）
▶第43回近畿高等学校総合文化祭三重大会　1名出品
▶第44回近畿高等学校総合文化祭福井大会　1名出品
　黒岡万愛（３）　
▶第38回京都府高等学校総合文化祭　優秀賞受賞
▶第39回京都府高等学校総合文化祭　最優秀賞受賞
▶第40回京都府高等学校総合文化祭　最優秀賞受賞

美 術 部

▶令和６年度　インターハイ両丹予選７位
　〇峰山78-53舞鶴高専●
　●峰山45-72福知山〇
　〇峰山89-75府立工業●
　●峰山68-78西舞鶴〇
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男子バスケットボール部



学校の様子学校の様子
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　保護者の皆様にはさまざまな場面で本校の教育活動
に御協力いただき、ありがとうございます。
　今年度はコロナによる行動制限もなく、日ごろの学
校生活はもちろん、学校行事においてもコロナ禍以前
に感じた高校生の活気を再び肌身に感じることができ
るようになりました。６月に行われた球技大会では１年
生・２年生は新たにクラスメイトとなった仲間たちと協力
して競技に向かう姿が、３年生はこれまで共に生活して
きた仲間たちに向けて大きな声援を送り合う姿がとて
も印象的でした。それぞれの生徒達の楽しそうな声が
校内に響く、良い１日になりました。９月には峰高祭文化
の部・体育の部が行われます。各クラス趣向を凝らした
素晴らしい発表になるよう精いっぱい取り組んでおり
ますので、ぜひ多くの保護者の皆様にお子様の普段と
は違った一面を見に来ていただければと思います。
　生徒指導部より、保護者の皆様に「自家用車による
送迎」についてのお願いがあります。本校では昨年度よ
り、午前８時までの時間に限り自家用車による送迎時の
校内乗入れを許可しております。本校では登下校の生
徒の安全、地域の方々の生活の安心のために「乗降自
粛区域」での乗降を制限させていただいておりますの
で、可能な限り午前８時までの送迎に御協力いただきま
すようお願いいたします。また、近年では保護者の皆様
の御協力のおかげもあり、近隣の方々から乗降禁止区
域におけるご指摘をいただくことは少なくなりました
が、それでもまだ数件はご指摘をいただいています。再
度、「乗降自粛区域」を御確認いただき、御協力いただき
たいと思います。

令
和
5
年
度
進
路
状
況

▶就職者の産業別・地域別人数（今春卒業生）

産業分類 地元 京都府内
京都
府外 総計 昨年

公 務 員
農 ・ 林 ・ 漁 業
建 設 業
製 造 業
運 輸 業、郵 便 業
卸 ・ 小 売 業
金 融・保 険 業
宿泊業、飲食サービス業
医 療 、 福 祉
専門・技術サービス業

総　　計

3
0
2
13
1
3
1
2
1
2
28

1

2

1

1
5

6
1

1
8

3

1
4

1
0
0
11
1
0
0
1
0
3
17

▶進学者の系統別・校種別人数（今春卒業生）
系　　統

人 文・外 国 語 系 統
法 ・ 政 治 系 統
経 済・経 営 系 統
社 会・福 祉 系 統
教 育・保 育 系 統
理 工 系 統
農 学 系 統
医 療 系 統
生 活 科 学 系 統
環境・情報・人間学系統
芸 術・ス ポ ー ツ 系 統
教 養・商 業 実 務 系 統
衛生（美容・調理）系統

総　　計

四大 短大 専各 総計 昨年
16
5
23
10
8
21
4
24
3
2
6

122

1

1

1

1

1

5

1
7

21

1

7
37

17
5
24
10
9
29
4
46
3
2
8
0
7

164

18
3
22
7
16
22
3
27
9
10
9
1
7

154

▶進路先人数（今春卒業生）
系　　統

国 公 立 大
私 立 大
国 公 立 短 大
私 立 短 大
専 門 各 種 学 校
就 職
そ の 他

総　　計

普通 機創 総計 昨年
50
70
2
2
27
3
2

156

2

1
10
14

27

50
72
2
3
37
17
2

183

38
71
1
10
34
28
1

183

峰
高
P
T
A
会
報V

ol

．1
7
9
号
の

発
行
に
当
た
り
御
協
力
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
度
は

9
名
で
会
報
編
集
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。生
徒
の
学
校
で
の
様
子
や

活
動
を
、会
報
を
通
し
て
多
く
の
御
家

族
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。新

型
コ
ロ
ナ
の
制
限
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、

通
常
の
日
常
を
過
ご
せ
て
い
る
今
、多

く
の
P
T
A
活
動
を
通
じ
、生
徒
た
ち

の
青
春
の
一
コ
マ
一
コ
マ
を
大
切
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。会
員

の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
に
、委
員
一
同
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

【生徒指導部より】【生徒指導部より】

北都信金
 ATM

日進製作所

峰山高校

至網野

至間人

至宮津

京都
銀行

至久美浜

安交差点
乗降自粛区域

▶自家用車での送迎について
◎網野、弥栄、大宮方面からの送迎については「京
都銀行及び旧北都信金の交差点付近以遠」で、
久美浜方面からの送迎は「安交差点信号以遠」
で乗降させてください。乗降自粛区域（赤色部
分を中心とした小西川沿いの路地も含む一帯）
では乗降を御遠慮ください。

◎学校付近に限らず、地権者の許可を得ないまま
私有地に進入・駐車することが絶対にないよう
にしてください。

御協力をお願いします
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令和6年度  PTA年間行事予定表
5月 4月7月 6月8月9月11月12月2月

1 

P
T
A
連
合
会・関
連
団
体
な
ど
と
の
交
流

2 

そ
の
他
諸
会
議
へ
の
参
加                  

随時事業 ●
24
日（
金
）

●
26
日（
金
）

●
17
日（
金
）

●
30
日（
木
）

●
14
日（
金
）

●
5
日（
金
）

●
19
日（
金
）

●
20
日（
火
）

●
4
日・5
日（
水・木
）

●
13
日（
金
）

●
20
日（
金
）

●
25
日（
水
）

●
8
日（
金
）

●
9
日（
土
）

●
20
日（
金
）

●
27
日（
木
）

年
度
初
総
会

第
３
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ(

進
学
説
明
会
、
進
学
費
用
、
奨
学
金
等)

第
１
回
交
通
マ
ナ
ー
向
上
と
あ
い
さ
つ
運
動(8:00

〜8:35)

第
１
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ(

コ
ー
ス
選
択
、
進
路
講
話
、
修
学
旅
行
等)

第
２
回
交
通
マ
ナ
ー
向
上
と
あ
い
さ
つ
運
動(8:00

〜8:35)

芸
術
鑑
賞（
演
劇
）　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
第
1
7
9
号
発
行（
１
学
期
終
業
式
）

就
職
希
望
者
模
擬
面
接

峰
高
祭
文
化
の
部　
Ｐ
Ｔ
Ａ
模
擬
店
開
催
予
定

第
３
回
交
通
マ
ナ
ー
向
上
と
あ
い
さ
つ
運
動(8:00

〜8:35)

第
２
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ(
進
路
、
修
学
旅
行
等)

峰
高
祭
体
育
の
部

第
４
回
交
通
マ
ナ
ー
向
上
と
あ
い
さ
つ
運
動(8:00

〜8:35)

令
和
５
年
度
府
高
P
T
A
指
導
者
研
修
会（
両
丹
ブ
ロ
ッ
ク
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
第
1
8
0
号
発
行（
２
学
期
終
業
式
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
第
1
8
1
号
発
行（
卒
業
式
前
日
）

令和 6年度令和 6年度

文化の部：９月 4日（水）5日（木）　体育の部：９月 25日（水） 文化の部：９月 4日（水）5日（木）　体育の部：９月 25日（水） 
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発
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